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歌い継がれて
いる唄で競演

第７回みやぎ長持唄
全国大会

自慢の「のど」を披露する参加者

県内外から９０人が参加して行われた長持唄全国大会

　
第
７
回
み
や
ぎ
長
持
唄
全
国
大

会
（
同
実
行
員
会
主
催
）
が
　
月
１１

　
日
、
南
方
農
村
環
境
改
善
セ
ン

２５タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
長
持
唄
は
、
婚
礼
で
花
嫁
が
家

を
出
る
と
き
や
花
婿
の
家
に
到
着

し
た
と
き
な
ど
で
歌
わ
れ
た
も
の

で
す
。
登
米
地
方
で
も
古
く
か
ら

歌
い
継
が
れ
て
い
る
民
謡
で
、
現

在
は
婚
礼
の
席
に
欠
か
せ
な
い
歌

と
し
て
、
全
国
各
地
で
愛
唱
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
大
会
に
は
県
内
を
は
じ
め
、
栃

木
や
岩
手
、
福
島
県
な
ど
か
ら
　９０

人
が
参
加
。
白
熱
し
た
予
選
会
と

な
り
ま
し
た
。

　
決
勝
大
会
へ
は
「
熟
年
の
部
」

５
人
、「
一
般
の
部
」　
人
が
勝
ち

１５

進
み
、
そ
れ
ぞ
れ
が
個
性
あ
ふ
れ

る
歌
い
方
で
自
慢
の
「
の
ど
」
を

披
露
し
ま
し
た
。

　
各
賞
の
入
賞
結
果
は
次
の
と
お

り
で
す
（
上
位
入
賞
者
の
み
掲
載
。

敬
称
略
）。

【
熟
年
の
部
】
優
勝
＝
佐
藤
慶
喜

（
岩
手
県
藤
沢
町
）

【
一
般
の
部
】
優
勝
＝
倉
島
嘉
一

（
涌
谷
町
）

 郷
土
料
理
は
っ
と
の
味
に
舌
鼓

　
     　
　
　
　
　
第
４
回
全
国
は
っ
と
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　
登
米
地
方
に
古
く
か
ら
伝
わ
る

郷
土
料
理
「
は
っ
と
」
を
、
よ
り

多
く
の
人
に
知
っ
て
も
ら
お
う
と
、

第
４
回
全
国
は
っ
と
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
（
同
実
行
委
員
会
主
催
）
が

　
月
２
日
、
中
江
中
央
公
園
で
催

１２さ
れ
ま
し
た
。

　
開
会
式
で
は
、
飯
塚
 哲
  朗
 実
行

て
つ
 ろ
う

委
員
長
（
東
和
）
が
「
４
回
目
と

な
る
今
回
は
、
仙
台
・
宮
城
デ
ス

テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

の
プ
レ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
一
環
と

し
て
開
催
し
ま
す
。
回
を
重
ね
る

お目当てのはっとで身も心も温まった来場者

た
び
に
参
加
団
体
、
種
類
が
増
え

て
い
ま
す
の
で
、
は
っ
と
の
お
い

し
さ
を
感
じ
て
く
だ
さ
い
」
と
あ

い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　
販
売
さ
れ
た
の
は
、
市
地
域
婦

人
団
体
連
絡
協
議
会
の
「
油
ふ
入

り
汁
は
っ
と
」「
五
目
風
あ
ん
か
け

は
っ
と
」、
登
米
は
っ
と
街
道
加

盟
店
の
「
長
沼
ハ
ス
は
っ
と
」「
あ

ず
き
は
っ
と
」
な
ど
、
地
元
食
材

を
ふ
ん
だ
ん
に
使
用
し
た
名
物

は
っ
と
　
種
類
。
そ
の
ほ
か
、
県

２０

内
と
岩
手
、
福
島
、
山
梨
の
３
県

か
ら
「
あ
ば
れ
ほ
う
と
う
」「
カ
ニ

ば
っ
と
」「
豆
乳
は
っ
と
う
」
な
ど
、

地
場
産
品
を
使
用
し
た
は
っ
と
や
、

は
っ
と
に
類
似
し
た
メ
ニ
ュ
ー
　１６

種
類
も
並
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　
会
場
で
は
、
吉
川
 団
 

だ
ん

 十
 

じ
ゅ
う

 郎
 さ
ん

ろ
う

の
「
は
っ
と
の
唄
」
に
振
り
を
付

け
た
新
田
婦
人
会
に
よ
る
「
は
っ

と
踊
り
」
や
太
鼓
演
奏
、
よ
さ
こ

い
踊
り
な
ど
の
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン

ト
、
お
楽
し
み
抽
選
会
も
催
さ
れ
、

訪
れ
た
人
た
ち
は
お
目
当
て
の

は
っ
と
の
味
を
楽
し
み
ま
し
た
。

各販売コーナーには行列ができました

歌に振りを付けた「はっとの唄」を踊る新田婦人会員
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 食
と
農
の
豊
か
さ
を
再
発
見

　
     　
　
　
　
　
　
　
第
２
回
地
産
地
消
推
進
の
つ
ど
い

　
第
２
回
地
産
地
消
推
進
の
つ
ど

い
が
　
月
９
日
、
サ
ン
シ
ャ
イ
ン

１２

プ
ラ
ザ
　
で
開
催
さ
れ
、
市
内
の

２１

生
産
者
や
流
通
関
係
者
、
住
民
ら

約
１
５
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
今
回
の
テ
ー
マ
は
「
登
米
の
食

と
農
の
豊
か
さ
再
発
見
」。
東
北市内産食材を使った創作料理が振る舞われた試食会

大
大
学
院
農
学
部
長
の
工
藤
 昭
  彦
 

あ
き
 ひ
こ

さ
ん
が
「
地
産
地
消
で
進
め
る
食

農
教
育
」
と
題
し
て
、
流
通
や
教

材
と
し
て
の
地
産
地
消
の
役
割
な

ど
に
つ
い
て
講
演
し
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
や
く
ら
い
土
産
セ
ン

タ
ー
さ
ん
ち
ゃ
ん
会
組
合
長
の
加

藤
 重
  子
 さ
ん
（
加
美
町
）
が
、
新

し
げ
 
こ

鮮
で
安
全
な
安
い
品
物
を
消
費
者

に
提
供
す
る
た
め
の
運
営
・
管
理

方
法
な
ど
の
発
表
を
し
ま
し
た
。

　
試
食
会
で
は
、「
登
米
産
牛
の

カ
ル
パ
ッ
チ
ョ
」「
登
米
産
り
ん
ご

の
ア
ッ
プ
ル
パ
イ
」「
登
米
産
牛
握

り
寿
司
」
な
ど
の
市
内
産
食
材
に

よ
る
創
作
料
理
や
、「
米
紛
ク
ッ

キ
ー
」「
米
紛
か
ら
揚
げ
」
な
ど
、

登
米
産
米
を
使
っ
た
米
紛
の
料
理

が
振
る
舞
わ
れ
、
参
加
者
は
登
米

市
の
自
慢
の
味
を
満
喫
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
試
食
会
に
は
　
月
中
に

１１

募
集
し
た
「
我
が
家
の
創
作
料
理

（
市
内
の
一
般
家
庭
　
人
か
ら
　

１７

２０

作
品
応
募
）」
で
入
賞
し
た
作
品
も

展
示
。
最
優
秀
賞「
 菜
  々
  菜
 玄
米
・

な
 
な
 
な

豆
サ
ラ
ダ
【
野
菜
部
門
】（
田
村
 千
 
ち

 恵
  子
 さ
ん
・
迫
）」
と
、
優
秀
賞

え
 

こ

「
舞
茸
と
鮭
の
味
付
け
ご
飯【
米
部

門
】（
熊
谷
 美
  喜
  子
 さ
ん
・
中
田
）」、

み
 
き
 
こ

「
里
い
も
入
り
チ
ー
ズ
ハ
ン
バ
ー

グ【
肉
部
門
】（
石
川
 喜
  生
  子
 さ
ん
・

き
 
み
 
こ

中
田
）」の
３
点
が
調
理
方
法
と
一

緒
に
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

民俗芸能や郷
土料理で親睦

市国際まつり・クリスマス
パーティー

各国自慢の郷土料理を食べながら会話を楽しみました

クリスマスソングを披露した登米高合唱部

　
民
俗
芸
能
や
自
慢
の
郷
土
料
理

な
ど
で
交
流
と
親
睦
を
深
め
る
、

市
国
際
ま
つ
り
＆
ク
リ
ス
マ
ス

パ
ー
テ
ィ
ー
（
市
国
際
交
流
協
会

主
催
）
が
　
月
　
日
、
中
田
農
村

１２

１６

環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
、

市
内
の
外
国
語
指
導
助
手
や
国
際

交
流
協
会
員
、
市
民
ら
約
２
０
０

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
会
場
に
は
、
青
少
年
海
外
派
遣

事
業
、
姉
妹
都
市
交
流
事
業
の
写

真
・
パ
ネ
ル
コ
ー
ナ
ー
な
ど
を
設

置
。
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
県
内
在
住

の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
ウ
イ
グ
ル
、

韓
国
な
ど
の
出
身
者
が
そ
れ
ぞ
れ

の
民
俗
楽
器
を
使
っ
た
演
奏
や
歌
、

踊
り
を
披
露
し
ま
し
た
。

　
市
か
ら
は
、
登
米
高
合
唱
部
の

部
員
　
人
が
「
赤
鼻
の
ト
ナ
カ
イ
」

１５

な
ど
の
ク
リ
ス
マ
ス
ソ
ン
グ
を
披

露
。
会
場
は
ク
リ
ス
マ
ス
ム
ー
ド

一
色
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
参
加
者
が
軽
食
を
１
品

ず
つ
持
ち
寄
っ
て
、
食
べ
な
が
ら

会
話
を
楽
し
む「
ポ
ッ
ト
ラ
ッ
ク
」

形
式
の
パ
ー
テ
ィ
ー
も
開
催
さ
れ
、

す
し
や
チ
ヂ
ミ
な
ど
の
各
国
自
慢

の
郷
土
料
理
を
味
わ
い
ま
し
た
。

「菜々菜玄米・豆サラダ」
（田村千恵子・迫）「舞茸
と鮭の味付けご飯」（熊谷美
喜子・中田）「里いも入
りチーズハンバーグ」（石川
喜生子・中田）







地産地消の役割などについて講演する工藤さん


